
４　主要事業一覧

1 私立学校振興事業費
〔041001〕

私学振興課 R３要求

2 信州高等教育支援センター
事業費
[041101]

*県内大学生インターンシップ参加率：35.2%（2019年度）→41.0%（2021年度）

（一部　地方創生推進交付金、 ふるさと信州寄附金基金活用事業）

高等教育振興課 R３要求

3 公立大学法人長野県立大学
関連事業費
[041102]

高等教育振興課 R３要求

13,278 R２当初 566,793

*県内大学の収容力：19.4%（2020年度）→維持向上（2022年度）

*県内大学志願者数：16,679人（2019年度）→維持向上（2021年度）

　県内高等教育機関の魅力向上と産学官連携による県内への人材定着のた
め、信州高等教育支援センターにおいて高等教育振興施策を実施します。

　　　・大学生のインターンシップのマッチング支援や海外インターンシップ
　　　 経費への補助
　　　・県内外に県内の大学及び短期大学の魅力を発信

R２当初 1,094,493

[R2.9月補正] [△2,800]

　　　※ 【新】：新規事業
 　　 　　【創】：しあわせ信州創造経費での要求事業
 　　 　　【地】：地域振興局長からの提案、意見等反映事業

県民文化部

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

◎ 私学・高等教育の振興

[R2.4月補正等] [228,277]

　私立学校の教育条件の維持向上や児童生徒等の経済的負担の軽減のた
め、運営費補助や授業料の支援などを実施します。

　　　・私立高等学校教育振興費補助金
【拡】・私立幼稚園教育振興費補助金
【創】・私立高等学校授業料等軽減事業補助金

*私立高等学校全日制定員充足率：96.7％（2019年度）→97.14％（2021年度）

*私立高等学校授業料滞納率：0.24％（2019年度）→0.19％（2021年度）

（一部ふるさと信州寄附金基金活用事業）

11,860,780 R２当初 10,875,043

　グローバルな視野でビジネスや地域社会にイノベーションを創出し、地域に
貢献するリーダーの育成と、地域課題を解決する研究活動など、長野県立大
学が行う取組を支援します。

【拡】・長野県立大学運営費交付金（令和４年４月予定の大学院設置に向けた
　　　 準備経費含む）
　　　・長野県立大学評価委員会の開催

1,134,861

別紙３
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事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

4 しんしゅう多文化共生新時代
地域づくり推進事業費
[040301]

多文化共生・パスポート室 R３要求

5 芸術文化活動推進事業費
［040101］

文化政策課 R３要求

6 長野県立美術館運営事業費
[040101]

信濃美術館整備室 R３要求

　国内外の人々が集い、信州の魅力を発信する文化・観光の拠点として、新し
く生まれ変わる長野県立美術館を運営します。

　　　・開　館　令和３年４月10日
　　　・オープニング展覧会の開催
　　　　4月～8月　完成記念展覧会、建築展、制服展、映像展　等
　　　　8月末～　  グランドオープン記念展「森と水と生きる」、収蔵名品展　等
　　　・その他の開館イベント
　　　　「霧の彫刻」オープニングイベント、屋上広場でのワインガーデン　等

*県立美術館への来館者数：60万人(2021年度)

（一部 文化振興基金活用事業）

482,377 R２当初 360,145
[R2.11月補正] [21,371]

[R2.4月補正等] ［6,552］

◎ 文化芸術の振興

　生涯にわたって文化芸術に親しみ、楽しむことができるようにするため、「長野
県文化芸術振興計画」に基づく文化芸術施策を展開します。

【拡】・長野県版アーツカウンシルの構築に向けて、人材育成や活動支援の
　　　　取組を実施
　　　・東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた長野県文化プ
　　　　ログラムとして、芸術監督団等の企画による各種事業の実施を支援
　　　・北アルプス国際芸術祭2020‐2021の開催支援
　　　・セイジ・オザワ 松本フェスティバルの共催　　　　　　　　　　　　　　　　等

*文化芸術活動に参加した人の割合：64.9%（2019年度）→72.5%（2022年度）

（一部 文化振興基金、ふるさと信州寄附金基金活用事業）

272,146 R２当初 300,136

*日本語交流員の養成人数：56人（2018年度）→累計157人（2021年度）

12,075 R２当初 11,772

◎ 多文化共生の推進

　「長野県多文化共生推進指針2020」の基本目標「共に学び、共に創る  しん
しゅう多文化共生新時代」を創造するため、モデル自治体※への支援及び
好事例の県内他市町村への発信等を行います。

※ 先駆的な日本語教室(地域の交流の場も提供)を運営する自治体（県指定）

【拡】・モデル教室への日本語教師等の派遣、日本語教室運営への助言及び
　　　 日本語交流員の養成等
　　　・外国人にも理解しやすい「やさしい日本語」等、外国人との多文化コミュ
　　　 ニケーションに必要な知識を習得する講座の開催
　　　・災害多言語支援センターの設置・運営訓練及び外国人のための防災
　　　 訓練の実施

*モデル自治体新規創出数：2か所（2021年度）
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事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

7 交通安全推進事業費
[040502]

くらし安全・消費生活課 R３要求

8 消費生活安定向上事業費
[040501]

くらし安全・消費生活課 R３要求

9 人権尊重推進事業費

[040601]

人権・男女共同参画課 R３要求

◎ 人権が尊重される社会づくり

　「人権が尊重される長野県」を実現するため、住民に親しみやすく参加しやす
い人権啓発活動等を実施します。

　　　・県内スポーツ組織と連携した啓発の実施
　　　・人権フェスティバル、企業人権セミナー等講演会、イベントの実施
　　　・人権啓発センター及び性暴力被害者支援センターの運営
　　　・人権を取り巻く環境の変化と、令和２年度に実施した「人権に関する
    　  県民意識調査」の結果を踏まえ、長野県人権政策推進基本方針を改定

*人権が尊重されていると思う人の割合：53.0%(2019年度)→60.0%(2021年度)

22,975

[△1,046]

　消費生活の安定・向上のため、消費者教育等を実施するとともに、持続可能
な脱炭素社会づくりに向け、長野県版エシカル消費の実践を促進します。

【拡】・エシカルな商品の「見える化」等により、県民や事業者に自発的な実践
　　　　を働きかけ、「長野県版エシカル消費」を推進
　　　・消費生活に関する幅広い知識を習得できる消費者大学をWeb配信に
　　　　より開催
　　　・市町村の消費生活相談体制の整備・強化を支援

*消費者大学・出前講座等受講者数：2万人（2021年度）
*長野県版エシカル消費認知度：75%（2021年度）
（一部 ふるさと信州寄附金基金活用事業）

149,548 R２当初 155,969
[R2.9月補正]

127,057 R２当初 119,470
[R2.9月補正] [△19]

R２当初 22,100
[R2.9月補正] [△186]

◎ 安全な暮らしの確保

　交通事故のない安全で安心な県民生活の実現のため、関係団体等と連携
し、自転車の安全利用や、高齢ドライバーの事故防止対策等を推進します。
　
　　　・長野県交通安全運動推進本部・地方部による啓発活動等の実施
　　　・交通事故相談所を通じた被害者等への相談及び助言の実施
　　　・自転車の安全利用等の広報・啓発、自転車損害賠償保険等の加入
　　　 促進等
　　　・運転能力の低下に対する「気づき」を促す講習会講師の養成等、高齢
　　　 ドライバーの運転事故防止関連対策の実施

*交通事故死傷者数：7,624人（2019年）→7,500人以下（2021年）
*自転車事故発生件数：772件（2019年）→715件以下（2021年）
*高齢ドライバー事故による死者数：24人（2019年）→23人以下（2021年）
（一部 ふるさと信州寄附金基金活用事業）
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事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

10 男女共同参画推進事業費

[040602]

人権・男女共同参画課 R３要求

11 結婚・子育て応援事業費

[040701]

次世代サポート課 Ｒ３要求

12 保育体制強化推進事業費
[040802]

こども・家庭課 R３要求

　待機児童の発生を抑制するため、保育体制の整備を総合的に実施します。

　　　１　保育士人材バンクに保育士再就職支援コーディネーターを配置

　　　２　３歳未満児保育の受け皿となる地域型保育事業の開設を支援
　　　　　・事業主体　民間事業者
　　　　　・補助率　　 国庫補助対象経費の1/8

*地域型保育事業新規開設所数：6か所(2021年度)

[2,023][R2.9月補正等]

60,816

59,939 R２当初 59,623

*県審議会等での女性委員の割合：42.4%(2019年度)→50.0%(2021年度)

*民間企業の課長相当職以上に占める女性の割合：9.9%(2018年度)→15.0%(2021年度)

　ジェンダー平等で持続可能な活力ある社会づくりを進めるため、地域、家庭、
雇用の場における男女共同参画を推進するとともに、啓発・発信機能を強化し
ます。

【新】・市町村と連携した第５次長野県男女共同参画計画の推進
　　　・地域活動における男女共同参画を進める講座の実施
　　　・関係団体と連携した男女共同参画推進県民大会や女性活躍推進セミ
        ナーの開催
【新】・男女共同参画センターが行う講座のオンライン化、所有する情報資産の
        有効活用に向けた整理

◎ 女性が輝く社会づくり

Ｒ２当初
[R2.9月補正] [△561]

35,061 R２当初 42,832

◎ 子ども・子育て支援の充実

　結婚マッチングシステムの機能高度化のほか、若者等の出会いの機会の拡
大、支援者の養成、ライフプランニング支援等の総合的支援を行います。また、
安心して子育てができる環境づくりを官民一体で進めます。

【新】【創】・スマホやＡＩに対応した結婚マッチングシステムの機能高度化
　　　・ポータルサイトで婚活イベント等の情報発信
　　　・公的結婚相談所相談員のスキルアップ研修の実施
　　　・県内大学におけるライフデザインセミナーの開催
 　　 ・ながの子育て家庭優待パスポートの協賛店の拡大　　　　　　  　　等

*県と市町村等の結婚支援事業による婚姻件数：241件(2019年度)→331件(2021年度)

81,352
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事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

13 信州やまほいく（信州型自然
保育）普及事業費
[040802]

こども・家庭課 R３要求

14 子ども・若者育成支援
事業費
[040702]

次世代サポート課 Ｒ３要求

15 新たな社会的養育推進
事業費
[040901]

児童相談・養育支援室 R３要求

[R2.4月補正等] [17,330]

　社会的養護が必要な新生児等の家庭環境下での養育を進めるため、里親委
託を推進するとともに、予期せぬ妊娠に悩む妊婦等への支援を行います。
　併せて、子どもと子育て家庭を切れ目なく支えるため、「児童家庭支援セン
ター」の運営を支援するとともに、「子ども家庭支援ネットワーク」の市町村への
普及を促進します。

【拡】１　乳児院による包括的里親支援事業
        　 里親の新規開拓から、里親委託後の養育相談までを一貫して行う
        　 包括的里親支援を推進

　　　２　予期せぬ妊娠に悩む妊婦等支援事業
        　 産科医療機関、乳児院等の専門機関が連携し、出産後の養育に
　　　　　 リスクを抱える妊婦等への支援の充実を推進

　　　３　児童家庭支援センター運営事業
　　　　　身近な場所で専門的な児童家庭相談を行う児童家庭支援センター
　　　　　の運営費を補助

　　　４　子ども家庭支援ネットワーク普及促進事業費
　　　　　「子ども家庭支援ネットワーク」の市町村への普及を促進

*里親等委託率：16.1%(2018年度)→20.4%(2021年度)

　幼児期の子どもの基本となる能力を育むため、信州の豊かな自然環境と多様
な地域資源を活用した「信州やまほいく（信州型自然保育）」の普及を推進しま
す。

　　　・信州型自然保育認定制度の運用
　　　・信州やまほいく認定園の保育環境等の向上支援
　　　・信州やまほいく認定園を利用する世帯の保育料負担軽減
　　　・自然保育専門研修、交流会の開催
　　　・信州型自然保育の広報

*信州やまほいく（信州型自然保育）認定園数：226（2020年度）→250（2021年度）

（一部 ふるさと信州寄附金基金、森林づくり県民税基金活用事業）

45,539 R２当初 54,302

[R2.9月補正] [3,838]

109,650 R２当初 87,458

159,126 Ｒ２当初 156,382

　子ども・若者が社会的に自立した個人として健やかに育つことができ、また支
援を必要とする子ども・若者を支えることができる環境整備を行います。

【新】・不登校児童生徒の学校以外の居場所を支援
　　　・困難を有する子ども・若者の自立支援の場を運営する民間団体へ助成
　　　・困難を有する子ども・若者へ支援を行う地域協議会を設置
　　　・子どもの性被害予防のための研修会の実施
　　　・信州こどもカフェの食材費等の運営費へ助成
　　　・長野県発達障がい者支援対策協議会の開催　　　　　　　　　　　　等

*発達障がい者サポーター養成講座受講者数：14,883人（2019年度）→18,000人（2021年度）

（一部 こどもの未来支援基金、ふるさと信州寄附金基金活用事業）
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事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

16 協働・共創推進事業費
[040401]

県民協働課 R３要求
[R2.６月補正等] [5,380]

◎ 協働・共創の推進

　企業や大学、外部人材などとの連携・協働を加速し、共創による課題解決を
一層進めるため、共創スキームの構築や共創マインドの醸成に取り組むととも
に、ＮＰＯの活動をサポートします。

【拡】・共創ラボの試行的実施
　　　・協働・共創の助言・サポート体制を整備
　　　・協働・共創スキルを高める研修の実施

*県と企業・団体等と協働して行った事業数：351件(2019年度)→370件 (2021年度)

15,120 R２当初 8,832
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